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１．基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす」実践に努めた。
２．利用定員と利用実績（平成３０年３月末日）
　　　　　　　　　　　　　　定員　　　利用登録者
　　い な ほ 作 業 所　　　４０名　　　 ４４名　
平成２９年度
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	22
	22
	21
	22
	21
	22
	22
	21
	22
	22
	20
	22
	259日

	延利用人数
	857
	849
	833
	821
	800
	859
	824
	783
	846
	799
	752
	816
	9,839人

	１日平均
	39.0
	38.6
	39.7
	37.3
	38.1
	39.0
	37.5
	37.3
	38.5
	36.3
	37.6
	37.1
	38.0人


· 平成２８年度 ＝ 34.2人
３．職員体制
	
	
	
	内　訳

	
	定　数
	現　員
	正　規
	パート

	管理者（施設長）
	１
	１
	１
	

	サービス管理責任者
	１
	１
	１
	

	生活支援員
	１
	１
	１
	

	目標工賃達成指導員
	１
	１
	１
	

	職業指導員
	４
	１２
	４
	８

	調  理  員
	     　２
	３
	
	３（１※）

	送  迎  員
	－
	２
	
	２

	嘱  託  医
	（１）
	（１）
	
	（１）

	計
	１０名（１名）
	２１名（１名）
	８名
	13名（１名）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１※）：補助調理員　（平成３０年３月末日）
４．今年度の重点方針の結果
　〔作業・実践〕

　①　製パン事業の充実を目指しました。
製造に関しては、利用者の技術やスピードもゆっくりではあるが向上しており、利用者一人ひとりの自信にもつながってきています。その自信を損なわないように利用者に任せられる仕事を増やしていきたいと思います。
袋詰め作業を行っている利用者は、仕事のスピードが上がったことにより、昼からの仕事に余裕が出てきたので、メロンビスを既成製品から手作りで製造するようにし、袋詰めの利用者中心で任せていけるように準備してきました。
販売では、売れ残ったパンの残数を記録し、それに基づいて製造量の調整をし、販売ロスと売れ残りのバランスを取るようにしました。
年４回開催の『パン祭り』では、平均２４万円（パン祭り値引き価格）程度の売り上げが見込めるほど定着しました。他の地域で別のイベントがある場合や、当日の天候を予測して、製造量を調節（雨天時は数を減らす等）した結果、パンが足りなくなり急遽ピザトースト等を製造し対応した時もありました。
魅力ある目玉商品を提供することにより集客力を高め、毎回目玉商品は完売しています。これからも地元産の食材を活用し地域との交流を深めていきたいと思います。

　販路拡大に関しては、昨年度の途中から少しずつ取り組んでいたことが売り上げにつながっていると思われます。ただ既存の販売コースは変更のないまま来ている箇所も多くあり、新たな施設や移動販売先を開拓する必要があります。
②　パン店舗（太地出張所）の売り上げアップを目指しました。

　

パン店舗では冷蔵ショーケースを活用し、ホイップクリームを使用したパンや、新商品のアップルタルトを提供しました。しかし、前年度と比べて売り上げは減少となりました。

年度初めに下里出張所ができたことにより、パン店舗では職員２人体制が１人となり、厳しい状況となったが、1年かけて職員も利用者も慣れていき、利用者の技術も向上し、レジ等任せられる仕事も増えてきました。
また、月に1度のポイント2倍デーの周知不足や、年に1度の1周年祭時は、広告等、
事前の告知が遅く、セールスによる売込みが不足していたと思われます。
パンまつり同様に、事前の計画とチラシなどでしっかりと告知し、セールスの内容も周年祭を年2回等、新たに組み込み売上げの向上に反映させていきます。

また、新たな調理パンの開発や、新商品、季節限定の商品展開をして売上アップを目指します。
　③　中里出張所の実践を充実させます。
中里出張所では、各自のペースを尊重し、変化の少ない、安定した日々を過ごして　　

います。
１年を通して振り返っても、不安な様子を見受けられることが、年々、少なくなってきています。非日常的な通院・行事や予定変更等があっても不安定になることなく、いつも通りのペースを崩すことなく、安心して過ごすことができています。
本人の生活に、何か大きな変化があったとしても、いつも通り、安定して日常を送ることができています。それはたまたま、その時期に調子が良かったから対応できた、というわけではなく、いつどこで何があっても、たいていのことには柔軟に対処でき、折り合いをつけることができる確実な力が備わってきた、と捉えてよいのかもしれません。そしてそれは、何かあっても周りの支援者が、自分の生活スタイルを尊重し守ってくれる安心感、認められる安心感が根底にあるからこそ、培われてきた力なのではないでしょうか。
　　　今後も中里出張所は、受容することや安心感を持って、マイペースに日常生活を送っていけるよう、丁寧な支援が行えるよう精進していきたいと思います。
④　下里出張所を開所しました。
下里出張所は、開所して１０ヶ月となりました。現在、１９歳～７０歳と幅広い世代の方が、毎日７～８名利用しています。
下里出張所では、各自のペースを尊重しながら、お茶の袋詰めやパンのシール貼り・袋作りなどの作業を行っています。休憩時間にはお茶を飲みながら、みんなでテレビを囲んだり、大好きな野球の話をしながら過ごしています。１年を通して、新たな環境に慣れ、自分の仕事のペースや過ごし方を掴むことができたのではないかと思います。
開所当初は、いなほ本体施設からの移動になり、環境が大きく変化するため、心配な面もありましたが、利用しているみんなからは、口々に「静かでええの～」「僕はこの場所が自分に合っていると思う」など、とても良い反応が返ってきています。
大集団や刺激が多い場所が苦手な人も、環境を整えることで、笑顔やポジティブな会話が増え、その人の良さや持ち味を引き出すことができる。改めて、それぞれに合った環境を模索し、創りだしていくことの大切さを実感できた下里出張所開設となりました。今後は、現在の環境を崩すことなく、各自の年齢や障害特性に応じた仕事や活動内容を更に模索していきたいと思います。

〔事業・運営・研修〕
①　職員研修を充実させ、支援の質の向上を図ります。
　
職員研修は、それぞれの経験年数や任務分掌に基づき、各種団体の研修に職員を参加させ支援の質の向上をはかってきました。

②　家族向け学習会の実施。
　　　数年に渡って「心身障害者扶養共済制度勉強会」「安心ノート作成」「成年後見人の利用についてみんなで聞こう会」を実施してきたが、今年度は各種学習会については実施に至らなかった。
しかし、家族会時の「あんしんノートを書く会」は引き続き実施していきたい。
（１）〔 個別支援計画に基づいた支援の実施 〕
個別支援計画・モニタリング等の一連の流れを整理してファイリングした。全体として把握しやすくなったが、支援や課題解決を図っていく活動はまだ弱いと言える。
　　　日常の製パン・販売の活動が多忙となっているが利用者の様々な力を引き出し、自立に向けて支援を的確に行い、「個別支援計画」を柱とした支援を確立していきたい。
（２）〔 日 課 〕
「平成２９年度事業計画書」のとおり、実施した。
　平日は、製パン販売に追われるため、毎月第３土曜日（行事等により他の土曜日に変更有り）を活用し、作業以外の余暇活動を行ってきた。

土曜取り組みは、参加は利用者個々の判断（選択と決定）にゆだねている。興味のある活動内容には参加し、自身で参加を判断するようになっている。多くの利用者が参加したくなるような企画を検討し実施してきた。

その結果、年々参加利用者が増える傾向にある。

	実施月
	取り組み内容
	参加利用者

	  ４月
	大人のミニ運動会
	　　　　１８名

	　５月
	　大門坂を歩こう！
	　　　　２５名

	　７月
	電車でゴー！新宮散策
	　　　　２８名

	　８月
	川遊び
	　　　　２１名

	１０月
	　バーベキュー
	　　　　２５名

	１１月
	カラオケ
	　　　　２４名

	１２月
	　ボーリング
	３２名

	　１月
	　初詣
	　　　　２５名

	  ２月
	書き初め＆クッキング／雪まつり準備
	２０名／６名

	  ３月
	　ゆうと合同　運動会
	２１名

	
	　　　計１０回　実施
	合計　２４５名


平成２８年度　開催８回（ １７４名）
（３）〔就労事業〕
　　　製パン、製菓、軽作業（リネン作業、物品販売、お茶の袋詰め販売、手形づくり、コーヒー販売）

〔製パン事業の実績経緯〕

	
	２５年度
	２６年度
	２７年度
	２８年度
	２９年度

	移動販売

納品等
	20,304,435
	23,301,156
	24,006,586
	21,554,013
	22,303,872

	店　舗
	
	
	(12月～3月)
2,286,970   
	 3,029,807
	 2,332,880


〔就労会計全体〕
	売り上げ
	材料・製品
	労 務 費
	経　費
	収支差額

	平成２５年度
	23,774,601
	10,008,802
	10,020,530
	3,543,900
	201,369

	平成２６年度
	26,557,571
	10,544,493
	10,967,320
	3,451,136
	1,594,622

	平成２７年度
	29,371,036
	12,021,168   
	11,028,120
	5,768,438
	553,310

	平成２８年度
	27,932,194
	12,003,117   
	11,412,210
	4,971,734
	-454,867

	平成２９年度
	27,978,799
	12,142,389
	12,070,240
	5,272,695
	-1,506,525


（４）〔工賃支給実績〕
	
	２５年度
	２６年度
	２７年度
	２８年度
	２９年度

	平均月額給料
	23,939円
	24,157円
	24,205円
	24,433円
	23,394円

	時間給換算額
	236円
	260円
	265円
	269円
	251円


　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 　平成２９年度　地域の最低賃金　７７７円／時間
	平均月額工賃の分布
	25年度
	26年度
	27年度
	28年度
	29年度

	４０，０００以上
	０
	１
	４
	４
	３

	３５，０００ ～ ４０，０００
	３
	４
	１
	３
	５

	３０，０００ ～ ３５，０００
	４
	６
	５
	４
	４

	２５，０００ ～ ３０，０００
	９
	７
	７
	６
	８

	２０，０００ ～ ２５，０００
	５
	５
	８
	８
	５

	１５，０００ ～ ２０，０００
	６
	７
	７
	８
	８

	１０，０００ ～ １５，０００
	２
	７
	４
	３
	４

	５，０００ ～ １０，０００
	０
	０
	２
	２
	４

	０ ～ 　５，０００
	１
	１
	２
	２
	３

	合 　計
	３４人
	３８人
	４０人
	４０人
	４４人


（５）〔生活支援〕

利用者の希望に応じて、宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）を実施した。

（６）〔健康管理〕
年２回の健康診断を実施した。

第１回　→　６月２６日
　　　第２回　→１２月　４日

現在、顧問医（クリニックルピナス：尾崎Ｄｒ）との連携をはかり、メンタル面での支援を行った。
作業所給食では、栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進にも務めた。

（７）〔 通 所 〕

　　　一部、串本方面（有田・田並・串本）の電車利用者４名と近隣在住の１名の自力通所者を除き、作業所送迎車両による完全送迎を実施した。

（８）〔利用者自治の育成〕

利用者自治会については、下里出張所開設の影響で担当職員不在が続いたため、例年よりかは少ない実施となったが、今年度も、利用者企画による作業所旅行や新年会などを実施した。
自治会の開催　８回（平成２８年度１８回）
５．主な行事実績
	４月１５日

　　２２日
	土曜開所（大人のミニ運動会）
パンまつり

	５月　２日

　　１３日
２０日

２４日・２５日
２７日

２９日
	家族会

つくしんぼ歌謡祭・わされん総会

土曜開所（大門坂を歩こう）
きょうされん総会・国会請願行動

理事会

防災訓練

	６月１１日

２４日
２６日
	評議員会
後援会総会

利用者健康診断

	７月　４日
　　１５日

２９日
	家族会

土曜開所（電車でゴー！新宮散策）
法人職員合同研修会

	８月　５日

　　　９日・１０日
　　１２日～１５日
１４日

１９日
	パンまつり

大掃除
夏季休暇

太地花火大会店舗開店

土曜開所（川遊び）

	９月１２日
　　２３日
　　２９日・３０日
	家族会
新東スポーツ交流会

作業所旅行（白浜町）



	１０月１０日
　　　２１日

２８日
	防犯訓練
土曜開所（バーバキュー）
パンまつり

	１１月　３日
７日

１８日

２０日

２５日
	太地中学校文化祭（パン販売）

家族会

土曜開所（カラオケ）
防災訓練
町展バザー（パン販売）

	１２月　４日
　　　１６日
２３日

　　　２８日～２９日
　　　３０日～(３日)
	利用者健康診断

５ブロック研修会
土曜開所（ボーリング大会）
大掃除
冬季休暇

	１月(３０日)～３日

４日
９日

１３日

１７日

　　　２０日
　　　２７日
	冬季休暇

新年会
家族会

いなほ音楽祭（パン販売）

理事会

土曜開所（初詣）
パンまつり

	２月１７日

　　１８日　　
	土曜開所(書初め大会＆ｸｯｷﾝｸﾞ・雪まつりパン準備)
雪まつり（パン販売）

	３月１０日

　　　〃
　　１３日
　　２５日
	土曜開所（ゆうと合同運動会）
なんなんまつり（パン販売）

家族会

理事会


６．利用者のプライバシー確保（個人情報管理）
　　個人情報データのセキュリティー構築の検討をしました。
７．非常災害対策（安全管理）
→避難訓練の実施日　（５月２９日[地震]・１１月２０日[火災]・２月２６日[火災]）
→消防設備点検実施日（９月１４日・３月１５日）【いなほ作業所本体】
　　　　　　　　　　　　（３月１９日）【下里出張所】.
８．虐待の防止のための措置
　　
　　利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
	６月　６日

６月２０日　
　７月１８日
	行動障害伝達研修

	７月２９日
	虐待防止研修（法人合同研修）
人権擁護研修（人権尊重推進委員会　中西克氏 氏)

	　　　３月１７日
	行動障害研修（新東障連職員研修会）


９．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が施設に届きやすい環境づくりをすすめた。
日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出は、都度改
善を図ってきた。
「苦情解決要綱」に則った案件として、本人が数件の苦情を運営適正化委員会にメールを送信。後日、本人との面談を通し解決にむけた対応を行った。
〈内容〉・給料明細の欠勤日数の違い
・職員、他の利用者、近所の人が無視してくる

10．家族会の運営

→　開催日（５月２日・７月４日・９月１２日・１１月７日・１月９日・３月１３日）
６回開催
11．職員（援助者）の援助技術の向上
①　各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に務めた。
	・職員会議の実施（月２回）　　　　　　→２４回開催

・販売促進会議  （月１回）　　　　　　→１１回開催
・給料ポイント評価会議の実施（年１回）３月
・ケース会議の実施（適時）　　　　　　
・給食会議の実施（月１回）　　　　　　→１２回開催


　 ②　職員研修（支援の質の向上）の実施
　　 「いなほ作業所職員研修計画」のとおり実施した。　　資料１ 参照
　 ③  資格の取得状況

　　　サービス管理責任者（知的・精神）有資格者　１名
サービス管理責任者（就労）　　　有資格者　３名
　　　サービス管理責任者（介護）　　　有資格者　３名
　　　介護福祉士　　　　　　　　　　　有資格者　６名

　　　第１種衛生管理者　　　　　　　　有資格者　１名
12．事務・財務管理
　　

・会計処理の状況把握を定期的に実施した。
　　・請求業務の効率化を図った。

13．その他の業務

①　きょうされん・わされんの運動
　  ・運営委員会、防災委員会、対県委員会、全国大会会議、ビジョン会議等への職員派遣を行った。
　　　　 
　　②　和歌山県自立支援協議会
　　　・サービス管理責任者アドバイザーとして職員派遣を行った。

③　地域との協力
　　　・地域行事等への積極的な参加に務めた。
　　　
【来年度に向けた課題（提供サービスの不十分な点）】
・「個別支援計画」に基づく支援の確立
・製パンの売上げ回復
　　・クラウド等の使用による個人情報データのセキュリティー
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